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術は 11 例，冠動脈バイパス術は 8 例であった．冠動脈バイパス術は 1 例で人工心肺を使用
したがいずれも心拍動下で手術を施行した．全例手術終了時に右心房と右心室に pacing 







収縮と術後心房細動の関係を調べるために，術後心房細動発症 12 時間前の 1 時間をコント
ロールとし発症直前の 1 時間と上室性期外収縮の数を比較した．心房興奮の時間的不均一
性を検証するために，術後心房細動発症 12 時間前の洞調律時，術後心房細動発症直前，術
後心房細動中，術後心房細動終了直前の 4 点で連続 15 拍の心房興奮波の間隔を測定した．
それぞれの時点で心房興奮間隔のヒストグラムを作成し，上下 5 パーセンタイルを省いた
ばらつきを中央値で割った値 (P95-5/P50)を心房興奮間隔のばらつき（ inhomogeneity 
index）として定量化した．
【結果】術後心房細動は 19 例中 4 例(21.1%)に出現し 6 回のエピソードがあった．平均持





248.5 拍で，コントロールの 25 拍と比べて多い傾向にあったが，有意差は認めなかった
（p=0.11）．
心房興奮間隔の変動を示す Inhomogeneity index は洞調律時が 0.102，術後心房
細動発症直前が 0.943，術後心房細動中が 0.966，術後心房細動終了直前が 0.471 であった．
術後心房細動発症直前には心房興奮のばらつきが大きくなっていた（p=0.009）．
【結論】心房興奮間隔のばらつきは術後心房細動の予兆の一つであった．
